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研究の方法 

①対象者：20〜90 歳で、新潟大学および関連病院 

(研究協力機関) にて、DSM-5 にて統合失調症と診

断された者で、かつ 1年以上入院している者 130名

を対象とした。対象者は担当医からあらかじめ疾患

名を開示されており、書面にて本人の同意を得た。 

②試料・情報：試料（血液）、年齢、性別、BMI、残

存歯数など資料に関する情報を収集、または

研究協力機関、共同研究機関からの提供を受

け、以下の口腔内機能を測定した。 

・咀嚼力：咀嚼能力測定用グミゼリーを測定

アプリで定量化し、表面積 1775mm2 未満を低

下と定義した【図２】。 

・舌・口唇運動機能：自動測定装置を用い、

「ぱ」、「た」、「か」を各 5秒間発音し、30回

未満を低下とした 【図３】。 

・最大咬合力：Dental PrescaleⅡを用

い、専用の解析ソフトで定量化し、500N

未満を低下と定義した 【図４】。 

・最大舌圧：JMS 舌圧測定器を用いて舌

圧を定量化し、30kPa 未満を低下と定義

した【図５】。 

③データ解析：年齢、性別、残存歯数、

口腔機能について評価した。高齢者群と

非高齢者群（65歳以上）に分け、先行研

究（hatayama et. al, 2022）における健

常高齢者群と比較した。 

 

研究の結果 

①相関分析の結果、年齢は残存歯数、咬合力、舌圧、咀嚼機能と有意に負の相関があった。

女性の性別は舌圧と有意に負の相関があった。残存歯数は、咬合力、舌唇運動機能「た」、咀



嚼機能と有意に相関した。咬合力は咀嚼機能と有意な相関があった。舌唇運動機能「ぱ、た、

か」のそれぞれには有意な相関がみられた。舌唇運動機能「ぱ」と「た」は舌圧と有意な相

関があった。 

②先行研究と比較し、咬合力低下は、高齢患者で対照者よりも有意に多く、舌口唇運動機能

低下は、非高齢患者および高齢患者で対照者より有意に多かった。舌圧低下は、非高齢患者

および高齢患者で、高齢対照者より有意に多かった。咀嚼機能低下は、高齢患者が最も多く、

次いで非高齢患者、高齢対照者だった。 

考察 

入院中の統合失調症患者において、残存歯数と咬合力、舌口唇運動機能、咀嚼機能との間に

有意な相関を認めた。患者群では高齢対照者と比べ、臨床症状の頻度が高く、口腔内のセル

フケア行動が乏しいことが口腔機能の低下つながっている可能性がある。 

先行研究より、口腔機能が低体重や健康寿命のリスク因子である可能性があり、口腔ケアの

改善により健康寿命の延長に寄与できるかもしれない。 

 

 


